第１号様式 別紙１
事業計画書

１　申請者の概要
	企業名
	

	所在地
	(本社)

〒
(県内事業所)　□　同上　
〒



	代表者氏名
	（役職）　　　　　　　　　（氏名）

	産業分類*1
	中分類コード
	
	
	項目名
	

	資　　本　　金
	
	従業員数*2
	（申請時点の従業員数を記載）

　　　　　　　　　人

	主な事業内容
	

	売上構成
（直近決算期において、販売額の多い品目の上位を記載）
	品目名
	構成比（％）

	
	1 
	

	
	②
	

	
	③
	

	主要販売先
（直近決算期において、取引額の多い企業（事業所単位）の上位を記載）
	企業名（県内・県外）
	主な製品・商品名
	取引割合（%）

	
	1 
	□県内 □県外
	
	

	
	2 
	□県内 □県外
	
	

	
	3 
	□県内 □県外
	
	

	主要仕入先
（直近決算期において、取引額（製造原価報告書の材料仕入、外注加工）の多い企業（事業所単位）の上位を記載）
	企業名（県内・県外）
	主な製品・商品名
	取引割合（%）

	
	1 
	□県内 □県外
	
	

	
	2 
	□県内 □県外
	
	

	
	3 
	□県内 □県外
	
	

	過去３年間の国又は県の補助事業の有無
	□無　　□有　　
①補助事業名等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

テーマ：
②補助事業名等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

テーマ：

③補助事業名等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

テーマ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


※１　日本標準産業分類（令和５年（2023年）７月改定）の中分類コード、項目を記載してください。
※２　従業員数は「常時使用する従業員」の数を記載してください。詳細は第1号様式別紙２を参照してください。

２　中核企業としての強み・成長目標等
	(1) 中核企業としての強み・差別化ポイント及び弱み・課題
	【製品・技術水準、研究開発、特許、認証制度、品質管理　等】

強み：
弱み：
【販売、マーケティング、シェア　等】

強み：

弱み：
【人材、研修、組織体制、従業員定着率、平均給与　等】
強み：
弱み：

【他社、大学、公設試験研究機関、産業支援機関等との連携】
強み：
弱み：
【その他】
強み：
弱み：


	(2) 中核企業としての成長目標（目指す中核企業像）

	

	(3)地域未来牽引企業
	□　経済産業省が選定する「地域未来牽引企業」に該当する場合は、
チェックを入れてください。

	(4)「地域経済牽引事業計画」の有無
	□　「地域未来投資促進法」に基づく「地域経済牽引事業計画」について、鹿児島県の承認を受けている企業に該当する場合は、チェックを入れてください。

	
	□　上記について、申請中である場合は、チェックを入れてください。

	(5)「鹿児島県SDGs登録制度」の登録企業
	□　「鹿児島県SDGs登録制度」について、「登録事業者」として認定されている企業に該当する場合は、チェックを入れてください。

	
	□　上記について、申請中である場合は、チェックを入れてください。

	(6)「パートナーシップ構築宣言」の登録企業
	□　「パートナーシップ構築宣言」の登録企業に該当する場合は、チェックを入れてください。

	
	□　上記について、申請中である場合は、チェックを入れてください。


３　事業計画 
	(1)補助事業の
テーマ
	　

	(2)事業区分
	□　デジタル技術の導入等による生産性向上の取組
□　新製品・技術の開発や販路開拓等による付加価値向上の取組
□　多能工化に向けた人材育成の取組

※　最も近いもの１つにチェックを入れてください。

	(3)補助対象経費（事業費総額） 
	円
	(4)補助金交付申請額
	円

	(5)事業の目的・必要性
	

	(6)事業の内容・実施方法等
	①事業の内容・実施方法

	
	②他者（社）との連携


	(7) 生産性・付加価値向上に向けた今後の取組予定
（補助期間を含む今後３年程度の取組予定）
	

	(8) 事業実施により期待される効果

	【生産性・付加価値】


	
	【その他】

	(9) 事業スケジュール（補助期間）
	【事業実施予定期間（補助期間）】
　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日

	(10)今回申請する事業と同一事業での補助事業の応募状況
	□無　　□申請中
事業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

テーマ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※申請中の場合、事業計画書を添付すること。


※記載スペースが足りない場合には、適宜スペースを追加して記載してください。

